２－２　学校歯科保健

永久歯のむし歯は、学童期に集中的に発生し、一度罹患すると自然治癒は望めず、しかも歯の喪失の原因となることから、この時期のむし歯発症を予防することは最も重要です。

このため、学校歯科保健においては、むし歯の原因や予防方法の学習をとおして、正しい歯磨きなどの生活習慣の形成を図るとともに、生涯にわたって健康な生活を送る基礎を養うことが重要となります。また、小学校の高学年になると、歯肉炎の予防が健康課題の一つとなります。歯肉炎がすすむと歯周炎になります。大人になっても歯ぐきを健康に保つためには、子どもの頃から歯肉に対して意識をもち、歯肉炎を予防することが大切となります。

【現状と課題】
（１）むし歯状況

○学校健康診断では、むし歯（う歯）は他の疾患・異常などに比べ罹患率が高くなっています。

図２－２－１　主な疾患・異常等の被患率
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（平成19年度学校保健統計調査）

○本県では、12歳児（中学１年生）の永久歯一人平均むし歯数は1.62本となっています。また、永久歯一人平均むし歯経験者率（DMF者率）は52.29％となっており、２人に１人はむし歯の経験があります。

図２－２－２　12歳児の永久歯一人平均むし歯数
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（文部科学省の学校保健統計調査、福岡県学校歯科医会調査）

○児童・生徒の永久歯一人平均むし歯数（DMFT指数）、永久歯むし歯経験者率（DMF者率）は経年的には減少傾向にあります。しかし、学年が高くなるにつれて、永久歯一人平均むし歯数、永久歯むし歯経験者率は高くなっています。

○乳歯・永久歯合わせての未処置歯のある者は、学年別で見ると、小学校２年生が40.80%と一番高く、最も低い小学校６年生でも29.35％と、総じて３～４割の児童・生徒がむし歯を有しています。

　
表２－２－１　福岡県内小学生及び中学生の歯科健診結果

	学 年
	被験者数
	未処置歯の
ある者の率
(乳歯＋永久歯)
(%)
	処置完了

者率
(乳歯＋永久歯)
(%)
	未処置歯のある者の
率＋処置完了者率
(乳歯＋永久歯)
(%)
	DMFT
指数
(本)
	DMF者率
(%)
	GO者率
(%)
	G者率

(%)
	CO者率
(%)

	小学１年
	25,339
	39.88
	24.54
	64.41
	0.12
	 7.96
	 4.77
	0.58
	10.18

	小学２年
	25,305
	40.80
	31.25
	72.05
	0.30
	16.44
	 9.19
	1.18
	14.05

	小学３年
	25,981
	41.11
	35.43
	76.54
	0.52
	25.42
	11.91
	1.86
	17.05

	小学４年
	26,366
	39.70
	36.00
	75.70
	0.73
	34.62
	13.10
	2.32
	18.32

	小学５年
	26,119
	34.08
	34.39
	68.48
	0.97
	40.68
	13.92
	2.58
	17.96

	小学６年
	25,562
	29.35
	29.99
	59.35
	1.21
	45.18
	14.76
	2.94
	19.41

	中学１年
	23,772
	28.97
	28.65
	57.62
	1.62
	52.29
	16.68
	3.36
	22.18

	中学２年
	22,515
	31.57
	29.97
	61.55
	2.07
	57.55
	16.20
	4.27
	24.81

	中学３年
	22,891
	34.95
	32.45
	67.40
	2.63
	63.07
	17.88
	5.89
	25.93


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年度福岡県学校歯科医会調べ）
※小学校にあっては654校中523から回答、中学校にあっては292校中236校から回答。

※DMFT指数とは、永久歯一人平均むし歯数（むし歯経験歯数）のこと。
永久歯の未処置歯、処置歯、喪失歯の総合計本数／被験者数（本数）
※DMF者率とは、永久歯むし歯経験者率のこと。
永久歯の未処置歯、処置歯、喪失歯の経験をしたことのある人数の合計／被験者数×100（％）
※歯周疾患要観察者（GO）とは、歯肉に軽度の炎症症状が認められるが、歯石沈着は認められず、注意深いブラッシングをおこなうことによって炎症症が消退するような歯肉の状態の者。

※歯周疾患要精検者（G）とは、歯科医師による歯肉炎、歯周炎の診断と治療を要する程度の歯周疾患のある者のこと。
※要観察歯（CO）とは、むし歯の初期症状の疑いがある歯。白濁や褐色斑が認められるが、エナメル質の軟化や実質欠損が確認できない歯のこと。
（２）歯周疾患の状況

○歯肉の状態については、歯周疾患要観察者（GO）・歯周疾患要精検者（G）と診断された者は、学年が進むにつれて高くなり、中学１年は20.04%、中学３年では23.77%と、中学生の約２割が歯周疾患に罹患しています。

○小学校の低学年から歯周疾患要観察者（GO）・歯周疾患要精検者（G）と診断されている児童が存在しており、経年的にも増加傾向が認められることから、小学校低学年から歯周疾患対策が必要となっています。

（３）学校における歯科保健

○学童期はむし歯の一番の多発期であり、近年では歯周疾患の増加、顎の関節異常や歯列不正なども指摘されています。このため、学校教育の場をとおして、児童・生徒が歯・口の健康の大切さを意識する環境を作ることが大切となっています。

○８０２０運動を達成するためには、学童期からの健康教育が重要であり、学校、家庭、地域が連携し、児童生徒の歯・口腔の健康づくりを進めていくことが必要です。

○「歯科健診結果のお知らせ」により、かかりつけ歯科医の歯科保健指導を受け、歯肉の炎症の改善やむし歯の進行防止が必要と判断される場合は、シーラント、フッ化物の応用などの予防処置を含め、効果的かつ継続的な事後措置を勧めています。
※シーラントとは、奥歯のくぼみや深い溝は十分な歯磨きが難しく、むし歯になりやすい部分で、その部分を物理的に封鎖してむし歯を予防する方法。

※フッ化物の応用

①フッ化物溶液の歯面塗布、②フッ化物洗口法、③フッ化物配合歯磨き剤の利用
【今後の方向】
○学童、生徒が、主体的に歯・口腔の健康づくりに取り組めるよう、むし歯や歯周疾患の予防、咀嚼・食生活と全身の健康との関わりなど、歯科保健教育に努めます。
○要観察歯（CO）や歯周疾患要観察者（GO）の状態の悪化を防ぐため、個々の生活様式や口腔状態に応じたきめ細かな歯科保健指導（歯磨き指導、食生活指導など）が必要となります。これらの健診結果を活用して学校や歯科医療機関における保健指導の更なる充実を進めます。
○児童・生徒の歯・口腔の健康に関する実践力を身につけさせるためには、保護者の認識と家庭での協力が必要です。地域の歯科医師会、学校歯科医会及び歯科衛生士会などの協力を得て、学校、家庭、地域との連携を推進します。
○児童生徒の歯・口腔の健康づくりを効果的に進めるためには、家庭や地域と連携して健康づくりを推進することが重要であることから、学校保健委員会の開催を促進するなど、活動の活性化を図ります。

○むし歯予防に効果的なフッ化物について、教育委員会、歯科医師会、学校及び保護者などと密接な連携のもと、学校歯科医の適切な指導とそれに基づく関係者の連携を前提に、その応用についての普及・啓発を図ります。
○学校歯科医は歯科健康診断を有効に活用して、学童・生徒の歯・口腔の健康状態を評価し、適切な対策を立てられるよう検討を行っています。さらに、各学校現場でこの検討結果を踏まえ、学校歯科保健教育への効果的な活用を図ります。





学校歯科医制度（福岡県）の始まり





明治40年4月10日、福岡県歯科医師会は、福岡県会議事堂で設立総会を開催し、会員数23名で発足しました。大正期には、歯科医師もわずかですが増加するとともに、公衆衛生活動も行われ始めました。大正6年、福岡県歯科医師会の総会では、学童の歯科健診の必要性がアピールされ、学童への低料金による歯科治療も実施されました。この当時、学童には約半数の生徒にむし歯がみられたという報告もあります。


このようななか、全国各地で学校歯科医制度が始まるのに合わせて、福岡県でも時を同じくして、本制度が生まれることになりました。


その後、知事を総裁に福岡県学校歯科医会が発足したのは、昭和4年3月14日でした。国が学校歯科医を設置したのは昭和6年6月20日。すでに、福岡県は小、中学校など780校に362（複数校担当）の歯科医がおり、学校歯科診療所も20校に設置されるほどの先進県でした。
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